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４．PDM/PO ver.2.0 

 

PDM ver.2.0 

プロジェクト・デザイン・マトリックス（PROJECT DESIGN MATRIX：PDM） 

プロジェクト名： （和名）パナマ共和国「ベラグアス県コミュニティ栄養改造計画」          Ver.2.0 

実施期間： 2007年 11月～2010年 10月（3年間）                       2008年 10月 

対象地域： ベラグアス県カニャサス郡、ラス・パルマス郡、サン・フランシスコ郡 

対象者： 対象地域村落の家族 

 

プロジェクトの要約 指 標 指標の入手手段 外部条件 

上位目標： 

カニャサス郡、ラス・パルマス郡、

サン・フランシスコ郡の 

コミュニティ家族における食物の摂

取、食物の入手状況が改善される。 

2015 年までに、対象 3 郡にお

ける 1 年生児童で低身長であ

る割合が、全数の 5％に減少す

る。 

子どもの身長統計資料 ・食糧安全保障が、国家の重 

要課題として位置づけられ 

る。 

・現政権及び後継政権が国家 

政策を大きく変更しない。 

プロジェクト目標:  

プロジェクト活動を通じ、家族主導

による食物の摂取及び食物の入手状

況が改善される。 

プロジェクト開始時と比較し

て、終了時には、 

1.対象村落でプロジェクトが

推奨した 5 種類以上の作物

が栽培されている。 

2.参加家族の摂取食物の種類

が 2種類以上増えている。 

3.参加家族の 5歳未満の子ども

の栄養摂取指数注）が 10％改

善される。 

（注）各栄養素の必要とされる

摂取量 /年齢の必要摂取

量に対する摂取率 

（全項共通） 

 

ベースライン調査及び最

終調査結果 

・対象地域の住民が大移住す 

る事態が発生しない。 

成果 1. 

食物の入手性と摂取の改善に向けた

コミュニティと関係機関の組織力が

強化される。 

1-1.プロジェクト開始後 2年以

内に 70％以上のプロジェク

トにかかわる政府の人間

が、1 回以上参加型開発手

法に関する研修を受講す

る。 

 

1-2.プロジェクト期間中に参加

型開発手法に関する研修を

受けた政府職員が参加型手

法を使用して 1 回以上の講

習を参加家族に行う。 

 

1-3.2008年 8月までにおのおの

の対象村落に 3 人以上の 

コラボレーターが選出され

る。 

 

1-4.2009年 2月までにコラボレ

ーター制度のハンドブック

の第 1刷が作成される。 

1-1.2.及び 3.技術協力プ

ロジェクト業務進捗

報告書、月間業務報

告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-4.コラボレーター制度 

のハンドブック 

・参加村落において重大な争 

いや、分裂が生じない。 

・急激な気候変動が発生しな 

い。 
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成果 2.  

食物の増産と適切な技術を導入する

ことにより、プロジェクトの生産コ

ンポーネントに参加する家族の食物

の入手状況が改善される。 

2-1.プロジェクト終了時までに

少なくとも 10 種類の適正

技術及び 15 種類の適正な

農産物が導入される。 

 

2-2.各対象村落の展示伝習圃場

において参加家族に対し

て、少なくとも 5回/年研修

が実施される。 

 

2-3.参加家族が主導で研修場所

を選定し、各対象村落にお

いて少なくとも 5 つの研修

内容に対して 1回/年のフォ

ローアップ・応用研修が実

施される。 

 

2-4.参加家族が習得した知識・

技術を他の家族に紹介する

イベントが少なくとも各対

象村落で 1 回/年実施され

る。 

2-1.プロジェクト開始時 

のベースライン調査

及び最終調査結果 

 

 

2-2.農牧開発省の技術報 

告書と JICA の技術

協力プロジェクト業

務進捗報告書及び月

間業務報告書 

2-3.農牧開発省の技術報 

告書と JICA の技術

協力プロジェクト業

務進捗報告書及び月

間業務報告書 

 

 

2-4.農牧開発省及び JICA

の報告書 

 

成果 3. 

参加家族が自主的に、食に関する衛

生、食物の保存、食物の調理に関す

る適切な習慣を取り入れる。 

3-1.2009年 6月までに栄養改善

に関する教材が 3 種類以上

作成される。 

 

3-2.各対象村落において年に 3

回以上の栄養摂取改善のた

めの研修が行われる。 

 

3-3.プロジェクト終了時までに

参加家族の 70%が、食に関

する衛生、食物（食材料）

の保存、食物の調理（料理）

に関するもので、それぞれ

少なくとも 1 つは適切な習

慣を身に付ける。 

3-1.教材 

 

 

 

3-2.技術協力プロジェク 

ト業務進捗報告書、

月間業務報告書 

 

3-3.ベースライン調査結

果、月間業務報告書、

終了時調査結果 

 

成果 4. 

プロジェクト参加家族の 5 歳未満の

子どもの栄養状態が改善される。 

4-1. 2009年 6月までに 5歳未満

の子どもの栄養改善のため

の保健サービス（栄養補助

食品、鉄分及びビタミン A

錠剤）についての教材を 1

種以上作成し配布する。 

4-2. 各対象村落で 5 歳未満の

子どもたちの栄養改善研修

が年に 3 回以上実施され

る。 

4-3. 2010年 3月までに 5歳未満

の子どもの栄養状態（体重

／年齢）が 8％改善される。

4-1.教材 

 

 

 

 

 

4-2.技術協力プロジェク 

ト業務進捗報告書、

月間業務報告書 

4-3.ベースライン調査及 

び保健所データ 
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活 動 投 入 

・関係 3 省（保健省、農牧開

発省、教育省）が、職員を

プロジェクトに参加させ

る。 

 

・研修を受講した 3 省主要職

員の頻繁な異動が起こらな

い。 

1-1.プロジェクトが対象とする村落

を決定する。 

 

1-2.郡委員会およびプロジェクトに

参加する家族グループを組織す

る。 

 

1-3.すべての対象村落において栄養

状況を確認するベースライン調

査及び PRA（主体的参加型農村

調査）を実施する。 

 

1-4.ベースライン調査及び PRA の結

果に基づいて、現状把握、現状分

析し、結果を報告する。 

 

1-5.ベースライン調査及び PRA の結

果を、それぞれ（保健省、農牧開

発省、教育省）の上部実施機関に

報告する。 

 

1-6.郡及びコミュニティーレベルの

研修、生産、ソーシャルコミュニ

ケーションの各コンポーネント

を含む年間活動計画（PTA）を、

村人を入れた参加型手法で策定

する。 

 

1-7.保健省、農牧開発省、及び教育省

の職員に対して食糧安全保障に

関する基本コンセプト・手法に関

する研修を実施する。 

 

1-8.保健省、農牧開発省、及び教育省

の職員に対する参加型開発手法

の研修を行う。 

 

1-9.参加家族に対するすべての関係

機関の技術普及及び情報交換を

円滑化するためのコラボレータ

ー制度をつくる。 

 

1-10.コラボレーター制度の活動をま

とめたハンドブックを作成す

る。 

 

1-11.コミュニティーレベルの学校保

健促進プログラムの PTAを立て

る。 

 

1-12.活動計画表（PO）に基づき年間

研修計画を策定し、実施する。 

 

1-13.活動を評価・モニタリングし、

その結果を成果 1の PTAにフィ

ードバックさせる。 

＜パナマ側 （保健省，農牧開発省，教育省）＞ 

・郡レベルの人材の配置 （カウンターパート） 

・県及び国家レベルの専門人材の配置 （カウンターパー

ト） 

・プロジェクト運営経費 

・プロジェクト事務所の設置（家具、基本備品、電話、イ

ンターネット設備の設置を含む）（保健省による） 

・アシスタント要員（管理者または秘書、運転手等プロジ

ェクトに必要な要員）の配置（(保健省による) 

・プロジェクト実施に必要な土地、建物、設備の確保（保

健省、農牧開発省及び教育省による） 

 

 

＜日本側＞ 

 

・長期専門家（チーフアドバイザー/農村開発、業務調整員）

・短期専門家（PCM手法、参加型手法、等） 

・研修の実施 

・郡および村落で実施する技術指導及び研修に必要な事柄

（研修教材、教材の複製、ベースライン調査及び最終調

査の実施、等） 

・資機材 
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2-1.ベースライン調査および PRA の

結果に基づき、成果 2 の PTA を

策定する。 

 

2-2.研修に活用できる（既存の）適切

な農産物及び技術を選定する。 

 

2-3.普及員に対して食物の入手性を

高める技術に関する研修を実施

する。 

 

2-4.参加家族に対する研修の教材を

準備する。 

 

2-5.ベースライン調査及び PRA の結

果に基づいて、研修を行う展示伝

習圃場を選定する。 

 

2-6.参加家族に対し、食物の入手性を

高める技術に関する研修を実施

する。 

 

2-7.参加家族主導で研修の内容と場

所を選定し、普及員とともにフォ

ローアップ・応用研修を実施す

る。 

 

2-8.研修に参加した家族が、技術研修

の結果を他の家族に紹介する。 

 

2-9.活動の評価・モニタリングを実施

し、その結果を成果 2 の PTA に

フィードバックさせる。 

  前提条件 

・本プロジェクトに対するパ

ナマ政府の支援、協力がな

される。 

・参加村落において重大な争

いや、分裂が生じない。 

3-1.POに基づき、成果 3の PTAを策

定する。 

 

3-2.対象村落における食に関する衛

生、食物保存、食物調理に関する

適切な習慣を特定する。 

 

3-3.村落における栄養摂取改善を目

的とした適切な習慣を身に付け

るための研修教材を準備する。 

 

3-4. 村落で参加家族に対する研修を

実施する。 

 

3-5.プロジェクトを通して導入した

農産物と知識を利用して、村落の

食物摂取改善を奨励する。 

 

3-6.これらの活動の評価モニタリン

グを実施し、その結果を成果 3の

PTAにフィードバックさせる。 
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4-1.ベースライン調査、PRA の結果

に基づき、5歳未満の子どもの健

康に影響する食習慣を特定する。 

 

4-2.POに基づき成果 4の PTAを策定

する。 

 

4-3. コミュニケーション活動を通じ

て、保健省の補助栄養食品給与プ

ログラム（PAC）を強化する。 

 

4-4.5 歳未満の子どもの食事に関す

る教材を作成する。 

 

4-5.5 歳未満の子どもの食事を改善

する研修を実施する。 

 

4-6.優先的に 3 歳未満の子どもをも

つ参加家族を訪問し、食物と栄養

について相談・指導を実施する。 

 

4-7.活動の評価モニタリングを実施

し、その結果を成果 4 の PTA に

フィードバックさせる。 

    

 

109



110



実
績

及
び

実
施

プ
ロ

セ
ス
 

 

調
査

設
問
 

調
査

結
果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

実
績

の
検

証
 

投
入

は
計

画
ど

お

り
か
？
 

専
門
家
 

専
門
家
の
投
入
時
期
に
つ
い
て
は
、
事
前
評
価
調
査
に
お
い
て
計
画
さ
れ
た
時
期
よ
り

7
ヵ
月
間
遅
滞
し
た
。
こ
の
た
め
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
半
ば
で
大
統
領
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
主
要
な
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
C
/P
）
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1
年
目
に
農
業
収
穫
期
の
状
況
を
見
逃
し
た
こ
と
な
ど
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
発
生
の
た
め
の
阻
害
要
因
が
発
生
し

た
。
専
門
家
の
専
門
性
と
人
数
の
適
切
性
に
つ
い
て
、
質
問
票
に
答
え
た
専
門
家
及
び
パ
ナ
マ
関
係
者

3
8
名
の
う
ち
、
人
数

に
関
し
て

3
0
名
、
専
門
性
に
関
し
て

3
7
名
が
適
切
で
あ
る
と
回
答
し
た
。
 

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
 

（
C
/P
）
 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
降
、
C
/P

の
頻
繁
な
交
替
が
行
わ
れ
て
い
る
。
2
0
0
9
年

8
月
現
在
、
実
働
し
て
い
る

C
/P

数
は

3
4

名
、
こ
れ
ま
で
の

C
/P

数
は
延
べ

6
2
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
人
数
に
つ
い
て
、
質
問
票
の
回
答
で

3
8
名
中

3
1
名
が
お

お
む
ね
妥
当
と
答
え
て
い
る
。
 

・
村
落
レ
ベ
ル
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
や
戦
略
に
つ
い
て
よ
く
理
解
せ
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
と

本
来
業
務
の
区
別
を
意
識
し
て
い
な
い

C
/P

が
見
ら
れ
た
。
 

機
 
材
 

車
両
、
農
耕
具
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
で
使
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
O
A
機
器
等
が
供
与
さ
れ
た
。
質
問
票
に
よ
れ
ば
、
機
材

の
投
入
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
妥
当
で
あ
る
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
（
3
8
名
中

3
7
名
が
肯
定
）
。
 

研
 
修
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
1
名
が

2
0
0
9
/1
0
/1
4
～
1
2
/1
9
の
日
程
で
本
邦
研
修
、
中
米
・
カ
リ
ブ
地
域
対
象
「
住

民
参
加
型
農
村
開
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
・
管
理
」
コ
ー
ス
に
参
加
す
る
予
定
。
質
問
票
に
よ
れ
ば
、
研
修
に
つ
い
て
は
お
お

む
ね
妥
当
で
あ
る
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
（
3
8
名
中

3
3
名
が
肯
定
）
。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

ま
で

に
整
備
さ
れ
る
べ
き
事
項
、

条
件
は
達
成
さ
れ
た
か
 

・
前
提
条
件
に
関
し
、
「
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
パ
ナ
マ
政
府
の
支
援
、
協
力
が
な
さ
れ
る
」
と
い
う
条
件
は
、
技
術
協

力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
般
に
必
要
な
要
件
で
あ
り
、
前
提
条
件
と
し
て
特
に
明
記
す
る
必
要
は
な
い
。
2
つ
目
の
前
提
条
件
で

あ
る
「
参
加
村
落
に
お
い
て
重
大
な
争
い
や
、
分
裂
が
生
じ
な
い
」
に
つ
い
て
は
、
発
生
し
て
い
な
い
。
 

・
パ
ナ
マ
側
の
投
入
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
の
設
置
に
必
要
な
家
具
、
基
本
備
品
の
設
置
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

に
必
要
な
土
地
、
建
物
、
設
備
の
確
保
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
電
話
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
現
在
ま
で
未
設
置
で
あ
る
。
 

 
 

５．評価グリッド（和文）
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調
査

設
問
 

調
査

結
果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は

計
画

ど
お

り
産
出

さ
れ
て
い
る
か
？

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

1
 

・
各
指
標
ご
と
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
実
績
表
を
参
照
。
 

・
3
省
連
携
が
効
果
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
の
質
問
に
対
し
、
3
8
名
中
そ
れ
ぞ
れ
中
央
レ
ベ
ル

3
0
名
、
県
レ
ベ
ル

3
3
名
、
郡

レ
ベ
ル

3
7
名
が
肯
定
的
な
回
答
を
し
た
。
 

・
コ
ラ
ボ
レ
ー
タ
ー
制
度
に
関
し
て
は
、
円
滑
に
動
い
て
い
る
こ
と
を
肯
定
し
た
回
答
は

3
8
名
中

3
6
名
。
 

・
現
場
で
の
視
察
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
か
ら
判
断
し
て
、
3
省
連
携
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
タ
ー
制
度
は
機
能
し
て
い
る
様
子
。
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

2
 

・
各
指
標
ご
と
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
実
績
表
を
参
照
。
 

・
農
作
物
の
種
類
増
加
と
適
正
技
術
の
導
入
は
訪
問
し
た
集
落
で
は
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
参
加
家
族
の
話
に
よ
れ
ば
、
収
穫

も
増
え
て
い
る
。
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

3
 

・
各
指
標
ご
と
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
実
績
表
を
参
照
。
 

・
栄
養
改
善
の
習
慣
づ
け
を
す
る
と
い
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
対
し
て
、
ト
イ
レ
の
設
置
、
保
健
・
衛
生
分
野
全
般
に
わ
た
る
活

動
が
多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
の
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
 

・
調
理
法
に
関
す
る
研
修
は
、
1
村
を
除
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
研
修
に
比
べ
て
研
修
回
数
が
少
な
く
、
調
理
法
を

普
及
・
定
着
す
る
に
十
分
と
は
い
え
な
い
。
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

4
 

・
各
指
標
ご
と
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
実
績
表
を
参
照
。
 

・
3
歳
未
満
の
子
ど
も
を
も
つ
家
庭
へ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
よ
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
持
続

的
に
行
っ
て
い
く
体
制
づ
く
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の

目
標

は
達

成
の

見

込
み
は
あ
る
か
？

 

指
標
の

1
及
び

2
の
観
点
か
ら
、
サ
サ
ゲ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ニ
ン
ジ
ン
、
セ
ロ
リ
、
レ
タ
ス
等
の
野
菜
及
び
基
本
穀
物

が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
家
族
は
、
こ
れ
ら
の
野
菜
を
摂
取
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
参
加

家
族
に
対
す
る
食
物
摂
取
調
査
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
2
0
0
9
年
及
び

2
0
1
0
年
の

9
～
1
0
月
に
同
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

指
標

3
に
関
し
て
は
、
平
均
栄
養
摂
取
指
数
が

2
0
0
7
年
よ
り
改
善
さ
れ
、
カ
ロ
リ
ー
以
外
は
改
善
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
達
成
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
こ
の
達
成
に
は
現
金
支
給
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
影
響
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
実
績
表
を
参
照
）
。
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評
価
項
目
 

調
査
設
問
 

調
査
結
果
 

大
項
目
 

小
項
目
 

効
率
性
 

め
ざ
す
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
に
対
し
て

投

入
は
妥
当
で
あ
る

か
？
 

機
材
の

投
入
計
画
は

適
切

か
？

 
機

材
は
計
画

ど
お
り

投
入
さ
れ
た
か
？

 
機

材
の

投
入
時

期
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
を
行
う
た
め
に

適
切
で

あ
っ
た
か
？

 
投

入
さ
れ
た

機
材
の
種
類
・
数
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
活

動
を
行
う
た
め
に

適

切
で
あ
っ
た
か
？
 

お
お
む
ね
適
切
で
あ
っ
た
。
日
本
側
か
ら
の
供
与
機
材
は
車
両
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン

1
台
及
び
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ

2
台
）
を
除
く
と

1
2
5
万

1
,8
7
9
.3
4
円
（
1
万

1
,7
2
3
.2
3
ド
ル
）
と
な
り
、
日
本
側
機
材
は
計
画
ど

お
り
投
入
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
パ
ナ
マ
側
の
車
両
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
が
遅
れ
た
こ
と
と

も
関
連
し
、
調
達
が
計
画
よ
り
も
遅
れ
た
。
 

本
邦

研
修
の

内
容
は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
活

動
を
行
う
た
め
に

適
切
で
あ
る
か
？

 
本

邦
研

修
の
時

期
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
を
行
う
た
め
に

適
切
で

あ
る
か
？
 

本
邦
研
修
（
中
米
・
カ
リ
ブ
地
域
「
住
民
参
加
型
農
村
開
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
・
管
理
」
）
は
、
2
0
0
9
/1
0
/1
4

～
1
2
/1
9
の
日
程
で
、
JI
C
A
筑
波
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
る
予
定
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

参
加
す
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
コ
ラ
ボ
レ
ー
タ
ー
制
度
が
つ
く
ら
れ
、
農
民
間
及
び
農
民
と
郡
ス
タ
ッ

フ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
強
化
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。
住
民
参
加
型
農
村
開
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
・

管
理
は
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
く
る
た
め
。
時
期
、
内
容
は
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 

 

3
省
の

C
/P
と
の
連
携
は
効
果

的
に
行
わ
れ
た
か
？
 

専
門
家
の
努
力
に
よ
り

3
省
の
連
携
は
、
中
央
レ
ベ
ル
、
県
レ
ベ
ル
、
郡
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
て
い
る
。
実
施

プ
ロ
セ
ス
を
参
照
。
 

C
/P
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
高

い
か
？
 

実
施
プ
ロ
セ
ス
を
参
照
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

産
出
を

促
進
/阻

害

す
る

要
因
は
あ
る

か
？
 

天
候
に
関
す
る
も
の
 

・
2
0
0
8
年

1
1
～
1
2
月
に
激
し
い
雨
の
た
め
、
カ
ニ
ャ
サ
ス
郡
の

2
村
落
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ず
、
5
回
の
研
修

が
中
止
と
な
っ
た
。
 

・
水
源
の
枯
渇
に
よ
り
、
学
校
が
水
不
足
と
な
っ
た
。
安
全
な
水
の
確
保
が
必
要
と
な
っ
た
。
 

参
加
者
に
関
す
る
も
の
 

・
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郡

L
a 
G
o
rd
a
村
落
で
の
研
修
に
参
加
者
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
、
2
0
0
9
年

3

月
以
降
の
研
修
を
見
合
わ
せ
た
。
 

・
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郡

L
a 
G
o
rd
a
と

E
l 
P
al
m
ar
it
o
村
落
の
住
民
不
仲
の
問
題
。
 

・
参
加
家
族
内
で
分
裂
が
見
ら
れ
る
（
教
師
コ
メ
ン
ト
）
。
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評
価
項
目
 

調
査
設
問
 

調
査
結
果
 

大
項
目
 

小
項
目
 

イ
ン
パ
ク

ト
 

上
位

目
標
の

指
標

は
的

確
か
つ

目
標

値
と
し
て
妥
当

か
？
 

上
位

目
標
と

指
標
が

一
致
し

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
？
 

P
D
M
2
.0
に
お
い
て
、
上
位
目
標
は
「
カ
ニ
ャ
サ
ス
郡
、
ラ
ス
・
パ
ル
マ
ス
郡
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郡
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
家
族
に
お
け
る
食
物
の
摂
取
、
食
物
の
入
手
状
況
が
改
善
さ
れ
る
」
で
、
指
標
は
「
2
0
1
5
年

ま
で
に
、
対
象

3
郡
に
お
け
る

1
年
生
児
童
で
低
身
長
で
あ
る
割
合
が
，
全
数
の

5
％
に
減
少
す
る
」
と
な

っ
て
い
る
。
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
家
族
の
栄
養
改
善
状
況
」
を
「
1
年
生
児
童
の
低
身
長
割
合
」
で
評
価
す
る
こ

と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
専
門
家
と
議
論
し
た
。
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
れ
ば
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

上
位
目
標
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

5
年
後
の
達
成
値
を
想
定
し
て
お
り
、
①
指
標
入
手
の
利
便
性
、
②
栄
養

改
善
は
子
ど
も
を
標
的
と
し
て
い
る
た
め
、
子
ど
も
の
栄
養
改
善
が
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
れ
ば
、
家
族
も
ク
リ

ア
さ
れ
る
と
解
釈
で
き
る
こ
と
か
ら
、
指
標
が
妥
当
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
指
標
の
代
替
案
と
し

て
、
M
D
G
目
標
で
あ
る
「
カ
ロ
リ
ー
消
費
が
必
要
最
低
限
の
レ
ベ
ル
未
満
の
人
口
の
割
合
が

2
0
1
5
年
ま
で

に
1
9
9
0
年
の
水
準
の
半
数
に
減
少
す
る
」
と
い
う
指
標
を
追
加
す
る
と
い
う
案
に
つ
い
て
は
、
M
D
G
デ
ー

タ
は
全
国
レ
ベ
ル
の
た
め
、
3
郡
だ
け
の
デ
ー
タ
を
取
る
の
は
難
し
い
と
の
見
解
か
ら
、
新
た
な
指
標
の
追

加
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。
 

上
位

目
標
は
達
成
さ
れ
る

可

能
性
が
高
い
か
？
 

今
次
調
査
を
行
っ
た
ラ
ス
・
パ
ル
マ
ス
郡
の

2
村
落
周
辺
の
参
加
家
族
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
定
期
的
に
実
施

さ
れ
て
い
る
学
校
菜
園
で
の
農
業
研
修
に
参
加
し
、
そ
こ
で
得
た
技
術
を
自
宅
の
家
庭
菜
園
で
活
用
し
て
い

る
事
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
対
象
村
落
周
辺
の
住
民
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
特

に
、
E
l 
M
o
n
o
村
に
隣
接
す
る

G
o
rg
o
jo
村
つ
い
て
は
、
住
民
か
ら
だ
け
で
な
く
、
両
村
落
を
担
当
す
る
農
業

普
及
員
か
ら
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
入
り
た
い
と
い
う
要
請
が
な
さ
れ
て
い
る
。
対
象
地
域
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
成
果
の
普
及
が
期
待
さ
れ
、
上
位
目
標
の
達
成
は
可
能
と
見
込
ま
れ
る
。
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評
価
項
目
 

調
査
設
問
 

調
査
結
果
 

大
項
目
 

小
項
目
 

イ
ン
パ
ク

ト
 

上
位

目
標
の
達
成

を
促

進
/阻

害
す
る

要
因
は
あ
る
か
？
 

W
F
P
（
国
連
世
界
食
糧
計
画
）

と
の
連
携
は
効
果
的
か
？
 

・
W
F
P
は
パ
ナ
マ
国
の
栄
養
改
善
及
び
食
糧
安
全
保
障
に
お
け
る
政
策
分
野
で
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
政
策
分
野
以
外
で
は
、
微
量
栄
養
素
添
加
作
物
を
パ
ナ
マ
政
府
に
奨
励

し
て
い
る
。
W
F
P
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
央
レ
ベ
ル
の
会
議
に
参
加
し
、
ま
た
、
実
務
レ
ベ
ル
の

C
/P

を
対
象
と
し
た
「
食
糧
と
栄
養
講
座
」
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
5
0
0
部
の
教
材
を
提
供
し
た
。
 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

2
0
0
8
年

3
月
よ
り

W
F
P
と
の
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
始
め
て
い
る
が
、

大
き
な
効
果
は
出
て
い
な
い
。
 

他
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

の
連

携
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
あ

る
か
？
 

・
ト
リ
ホ
ス
政
権
は
政
策
目
標
①
「
貧
困
の
削
減
」
に
関
し
て
、
国
家
収
入
の
公
正
な
配
分
及
び
貧
困
層
の

福
祉
の
向
上
に
最
重
点
を
置
き
、
社
会
開
発
省
を
主
管
実
施
機
関
と
し
、
保
健
省
、
農
牧
開
発
省
及
び
教

育
省
と
連
携
・
協
調
し
て
、
極
貧
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
直
接
現
金
支
給
を
行
う
「
社
会
保
護
シ
ス
テ
ム
（
R
ed
 

d
e 
O
p
o
rt
u
n
id
ad
es
)」
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
パ
ナ
マ
国
最
大
の
貧
困
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
対
象
家
庭

に
初
等
教
育
の
参
加
、
医
療
施
設
の
定
期
健
診
へ
の
参
加
、
政
府
が
行
う
研
修
の
参
加
等
々
を
義
務
づ
け
、

そ
れ
ら
が
達
成
さ
れ
た
家
族
に
対
し
て
月
額

5
0
ド
ル
を
支
給
し
て
い
る
。
2
0
0
6
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
常
に
対
象
家
族
を
増
や
し
て
お
り
、
2
0
0
9
年

2
月
現
在
、
パ
ナ
マ
全
土
で

7
万

5
,0
0
0

世
帯
が
受
給
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
村
落
も

2
0
0
8
年
初
頭
か
ら

R
ed
 d
e 
O
p
o
rt
u
n
id
ad
es
の

恩
恵
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
家
族
の

8
0
％
以
上
が
受
給
者
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

結
果
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
住
民
の
現
金
収
入
が
増
加
し
、
食
物
の
購
入
・
摂
取
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

本
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
住
民
の
栄
養
改
善
の
効
果
が
現
れ
て
い
る
。
 

・
こ
の
現
状
を
受
け
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
社
会
開
発
省
と
の
協
調
・
調
整
の
必
要
性
を
認
識
し
、
話
し
合

い
を
実
施
し
た
が
、
社
会
開
発
省
内
で
も
当
シ
ス
テ
ム
の
構
築
段
階
で
あ
る
た
め
収
拾
が
つ
か
ず
、
協
調
・

調
整
が
困
難
な
状
態
で
あ
っ
た
。
 

・
質
問
票
で
は
、
3
8
人
中

3
0
人
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
の
貧
困
状
況
が
や
や
改
善
し
て
い
る
と
答
え
、

5
人
が
非
常
に
改
善
し
た
と
答
え
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
で
同
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
社

会

開
発
省
の
現
金
支
給
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
 

・
あ
る
参
加
者
は
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
な
け
れ
ば
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
と
述
べ

た
（
専
門
家
談
）
。
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評
価
項
目
 

調
査
設
問
 

調
査
結
果
 

大
項
目
 

小
項
目
 

イ
ン
パ
ク

ト
 

そ
の

他
の
プ
ラ

ス
・
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
が
あ
る
か
 

プ
ラ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
 

・
2
村
落
に
お
い
て
、
村
民
の
自
発
性
に
よ
る
保
健
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
 

・
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
及
び
ラ
ス
・
パ
ル
マ
ス
郡
の
農
業
普
及
所
が
主
体
と
な
り
、
各
郡
で
開
催
さ
れ
て

い
る
農
業
品
評
会
に
お
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
広
報
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
活
動
を
通
し
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
作
成
し
た
教
材
が
配
布
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
以
外
の
周
辺
地
域
に
対
し
て
も

技
術
が
波
及
さ
れ
て
い
る
。
 

・
い
く
つ
か
の
村
落
に
お
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
家
族
が
余
剰
収
穫
物
及
び
余
剰
の
作
物
苗
を
周

辺
地

域
住
民
に
販
売
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
周
辺
地
域
住
民
の
栄
養
状
態
の
改
善
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
 

地
域
間
・
住
民
間
の
経
済
格
差

の
拡
大
な

ど
の

影
響
は
あ
る

か
？
 

影
響
は
、
特
に
見
ら
れ
て
い
な
い
。
 

そ
の

他
、
人
権
・
ジ
ェ
ン

ダ

ー
・

経
済

的
影

響
な

ど
あ
る

か
？
 

・
P
R
A
調
査
が
各
村
落
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
が
問
題
の
認
識
や
解

決
の
方
法
を
学
び
、
ま
た
、
自
分
の
意
見
を
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
人
前
で
話
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
女
性
が
グ
ル
ー
プ
の
前
で
意
見
を
言
え
る
よ
う
な
っ
た
と
い
う

イ
ン
パ
ク
ト
が
見
ら
れ
た
。
 

・
家
庭
内
で
最
初
に
食
事
に
あ
り
つ
け
る
の
は
男
性
。
こ
の
文
化
に
対
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
ら
れ
る
の
か
？
 

自
立
発
展

性
（
予
測
）

政
策
・
制
度
面
 

当
該
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
パ

ナ
マ
の
政
策
・
法
制
度
・
組
織

の
機
能
は
継
続
さ
れ
る
か
 

・
マ
ル
テ
ィ
ネ
リ
政
権
に
お
い
て
も
、
当
該
セ
ク
タ
ー
の
政
策
・
法
制
度
・
組
織
に
大
き
な
変
更
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。
 

 
パ
ナ
マ
国
の
政
策
・
法
整
備
等

・
パ
ナ
マ
国
は
、
1
9
9
0
年
か
ら
国
民
の
栄
養
改
善
や
食
糧
安
全
保
障
を
め
ざ
し
、
保
健
省
(栄
養
補
助
食
品
及

び
微
量
栄
養
素
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
配
布
)、
農
牧
開
発
省
(F
am

il
ia
s 
U
n
id
as
, A

li
m
en
ta
ri
a 
S
o
li
d
ar
io
, 
R
ed
 d
e 

O
p
o
rt
u
n
id
ad
es
の
農
業
分
野
)、
教
育
省
(学

校
給
食
、
学
校
菜
園
)が
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
今
後

も
続
く
と
思
わ
れ
る
。
 

・
食
糧
安
全
保
障
及
び
栄
養
改
善
分
野
の
国
家
政
策
は
、
引
き
続
き
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
リ
大
統
領
政
権
下
で
も

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
自
立
発
展
性
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な

大
き
な
政
策
面
で
の
変
更
は
な
い
と
予
測
さ
れ
る
。
 

・
社
会
開
発
省
の
現
金
支
給
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
栄
養
確
保
を
目
的
と
し
て
お
り
、
こ
の
現
金
支
給
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
新
政
権
が
続
行
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
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評
価
項
目
 

調
査
設
問
 

調
査
結
果
 

大
項
目
 

小
項
目
 

自
立
発
展

性
（
予
測
）
組
織
・
財
政
面
 

3
省
連
携
は
継
続
す
る
か
？
 

・
質
問
票
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も

3
省
の
連
携
が
持
続
す
る
と
答
え
た
関
係
者
は

3
8
人
中

2
0
人
、

分
か
ら
な
い
と
答
え
た
人
は

1
2
人
。
6
人
が
否
定
的
な
回
答
で
あ
っ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
3
省
連
携
は

う
ま
く
い
っ
て
い
る
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
の
体
制
が
制
度
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
に
当
初
か
ら
計

画
さ
れ
て
い
な
い
。
実
績
に
よ
り

3
省
連
携
を
継
続
す
る
動
き
が
期
待
さ
れ
る
。
 

コ
ラ
ボ
レ
ー
タ
ー
制
度
は
維

持
さ
れ
る

見
込
み
は
あ
る
の

か
？
 

・
こ
の
質
問
に
対
し
て
も
、
3
8
人
中

2
2
人
が
肯
定
的
、
7
人
が
否
定
的
な
答
え
を
し
て
い
る
。
現
場
を
熟
知

し
な
い
中
央
・
県
レ
ベ
ル
の
関
係
者
の
方
が
否
定
的
な
答
え
を
す
る
傾
向
に
あ
る
。
コ
ラ
ボ
レ
ー
タ
ー
制

度
が
維
持
さ
れ
る
か
否
か
の
見
込
み
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
断
定
は
で
き
な
い
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
家

族
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
タ
ー
制
度
の
効
果
を
理
解
し
て
お
り
、
支
持
す
る
声
が
住
民
か
ら
出
て
い
る
。
今
後
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
コ
ラ
ボ
レ
ー
タ
ー
の
能
力
強
化
に
も
力
を
入
れ
、
3
省
関
係
者
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合
わ
せ
た
レ
ベ
ル
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
タ
ー
制
度
を
維
持
し
て
い
け
る
よ
う

な
体
制
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

教
師
の

参
加
は
持
続
す
る

か
？
 

エ
ル
モ
ノ
村
落
の
学
校
で
は
、
当
初
、
校
長
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
興
味
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
り

学
校
菜

園
で
の

研
修
の
た
め
に
保
護

者
た
ち
が
定

期
的
に

学
校
に
集
ま
る

機
会
を
利

用
し

て
、
学
校
の
問
題
を
話
し
合
う
時
間
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
住
民
の
意
識
が
変
わ
っ

て
い
く
様
子
を
見
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
実
際
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
学

校
菜
園
が
改
善
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
給
食
や
食
生
活
が
改
善
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
る

教
師
の
負
担
を
減
ら
し
（
道
具
の
管
理
な
ど
）
、
学
校
、
教
育
面
で
の
プ
ラ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
発
現
す
る
こ

と
で
、
教
師
の
参
加
も
維
持
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。
 

問
題

解
決
の
た
め
の

サ
イ
ク

ル
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
3
郡
の
看
護
師
、
保
健
衛
生
師
、
看
護
助
手
、
衛
生
助
手
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
を
通

し
、
村
民
の
問
題
を
直
に
感
じ
、
問
題
解
決
に
あ
た
る
た
め
の
議
論
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
は
対
象

村
落

8
カ
村
だ
け
で
は
な
く
、
3
郡
の
す
べ
て
の
村
落
に
お
い
て
も
保
健
省
の
職
員
の
村
民
の
問
題
に
対
す

る
認
識
を
深
め
、
解
決
策
に
あ
た
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
と
考
え
る
。
 

経
常

経
費
を

含
む
予
算
の

確

保
は
行
わ
れ
て
い
る
か
？
 

現
在
の
と
こ
ろ
、
関
係
者
に
問
題
意
識
は
あ
る
も
の
の
、
行
わ
れ
て
い
な
い
。
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
よ

り
将

来
予
算
が
増
え
る

可
能

性
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
？
 

将
来
予
算
が
増
え
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
未
定
。
現
在
、
3
省
以
外
に
、
大
統
領
府
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

関
心
を
も
っ
て
い
る
が
、
予
算
を
拠
出
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
本
調
査
で
は
確

認
で

き
な
か
っ
た
。
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評
価
項
目
 

調
査
設
問
 

調
査
結
果
 

大
項
目
 

小
項
目
 

自
立
発
展

性
（
予
測
）

技
術
面
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
強
化

さ
れ
た
郡
レ
ベ
ル
の

C
/P
の

能
力
は
将

来
的
に
も
維
持
さ

れ
る
見
込
み
は
あ
る
か
？
 

郡
レ
ベ
ル
の

M
ID

A
農
業
普
及
員
に
は
農
業
技
術
、
技
術
普
及
、
基
本
的
な
食
糧
安
全
の
考
え
方
、
参
加
型

開
発
に

係
る

研
修
、
M
IN

S
A
職

員
に
対
し
て
は
基
本

的
な
食
糧
安
全
の
考
え
方
、

参
加
型
開
発
の

研
修
、

M
E
D
U
C
A
教
員
に
対
し
て
は
基
本
的
な
食
糧
安
全
の
考
え
方
、
参
加
型
開
発
に
係
る
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
移
転
さ
れ
た
技
術
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
多
く
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
持
続
す
る
と
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
は
述
べ
て
い
る
。
 

資
機

材
の
管

理
は

適
切
に
行

わ
れ
る
か
？
 

投
入
さ
れ
た
車
両
は
郡
保
健
局
で
管
理
さ
れ
る
。
農
機
具
は
村
落
の
学
校
に
置
か
れ
、
農
業
普
及
員
及
び
学

校
教
師
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
。
技
術
的
に
高
度
な
機
材
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
投
入
さ
れ
て
お
ら

ず
、
通
常
の
車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
機
材
の
手
入
れ
が
必
要
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
3
8
人
中

2
5
人
が
肯
定
的
、
7
人
が
否
定
的
、
分
か
ら
な
い
、
無
回
答
が

6
名
。
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６．日本側ローカルコスト負担実績（和文） 

 

日本側ローカルコスト負担実績（2007年11月～2009年5月実績）

合計

4,993.20
その他・雑費

114,757.09

（内訳）

伝習展示圃場（学校菜園）設置および農業分野の研修実施にかかる費用

教材・広報資料作成費用
車両整備および保守・管理費用

栄養、保健衛生分野の研修実施にかかる費用

車両保険費用

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事務所用機材購入費用

0.00

在外事業強化費内訳 支出額（US＄)
【一般業務費】 65,798.55

12,019.47
16,212.52

12,261.80
9,786.79

5,785.00
1,000.00

197.66

【航空費】

10,327.11

【謝金・報酬】 13,495.63

臨時雇用プロジェクトアシスタント

3,285.00
2,571.63

教材作成補助（デザイン・挿絵作成）

8,671.90【旅費】

プロジェクトアシスタント（プログラムアシスタント）
プロジェクトアシスタント（教材作成補助）

（内訳）

16,628.25

【業務契約（ﾛｰｶﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）】 0.00

【業務契約（現地NGO）】

304.00
550.00

（内訳）
5,000.00

JICAパナマ支所への戻入分 5,000.00

研修・ワークショップ講師

PRA調査実施にかかる業務委託費

16,628.25

臨時雇用運転手

【会議費】 5,162.76

（内訳）

【その他】
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